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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
マトリクス状に配置され第１のグループおよび第２のグループに区分された複数の表示単
位を有するとともに表示単位間の領域にブラックマトリクスを有する表示パネルと、
前記ブラックマトリクスの正面前方に存在する前記表示パネルの前面部分から正面前方に
向けて突出し、前記第１のグループの表示単位から前記表示パネルの一方側の斜め前方へ
の光の進行を阻止し、前記第２のグループの表示単位から前記表示パネルの他方側の斜め
前方への光の進行を阻止するが、前記第１のグループの表示単位及び前記第２のグループ
の表示単位から前記表示パネルの正面前方への光の進行を阻止しない構造を有する障壁部
と、
を備える表示装置。
【請求項２】
前記表示パネルは、第１の方向に延びるストライプ状の複数の第１および第２の領域に区
分され、前記第１の方向に交差する第２の方向において前記複数の第１の領域と前記複数
の第２の領域とが交互に配置され、
前記複数の第１の領域に前記第１のグループの表示単位が配置され、前記複数の第２の領
域に前記第２のグループの表示単位が配置され、
互いに隣接する各１対の第１および第２の領域により１つの組がそれぞれ構成され、隣接
する組間のブラックマトリクス上の部分にそれぞれ前記障壁部がストライプ状に形成され
た、請求項１記載の表示装置。
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【請求項３】
前記複数の表示単位は、第１の色の光を発生する複数の第１の副画素、第２の色の光を発
生する複数の第２の副画素および第３の色の光を発生する複数の第３の副画素を含み、１
つの第１の副画素、１つの第２の副画素および１つの第３の副画素が１つの画素を構成し
、
複数の画素は前記第１のグループおよび前記第２のグループに区分され、前記第１のグル
ープの各画素を構成する第１、第２および第３の副画素が同じ第１の領域に配置され、前
記第２のグループの各画素を構成する第１、第２および第３の副画素が同じ第２の領域に
配置された、請求項２記載の表示装置。
【請求項４】
前記複数の第１の領域の各々に含まれる前記第１のグループの複数の画素は一列に配置さ
れ、前記複数の第２の領域の各々に含まれる前記第２のグループの複数の画素は一列に配
置される、請求項３記載の表示装置。
【請求項５】
前記複数の表示単位は、第１の色の光を発生する複数の第１の副画素、第２の色の光を発
生する複数の第２の副画素および第３の色の光を発生する複数の第３の副画素を含み、１
つの第１の副画素、１つの第２の副画素および１つの第３の副画素が１つの画素を構成し
、
複数の画素は前記第１のグループおよび前記第２のグループに区分され、前記第１のグル
ープの各画素を構成する第１の副画素、第２の副画素および第３の副画素がそれぞれ異な
る第１の領域に配置され、前記第２のグループの各画素を構成する第１の副画素、第２の
副画素および第３の副画素がそれぞれ異なる第２の領域に配置された、請求項２記載の表
示装置。
【請求項６】
前記複数の第１の領域の各々に含まれる前記第１のグループの複数の第１の副画素、複数
の第２の副画素または複数の第３の副画素は一列に配置され、前記複数の第２の領域の各
々に含まれる前記第２のグループの複数の第１の副画素、複数の第２の副画素または複数
の第３の副画素は一列に配置される、請求項５記載の表示装置。
【請求項７】
前記複数の表示単位はそれぞれ特定の色の光を透過する複数のフィルタ部からなり、
　前記表示パネルは、
　光を発生するバックライトと、
　第１の偏光板と、
　液晶セルと、
　前記複数のフィルタ部および前記ブラックマトリクスを有するフィルタと、
　第２の偏光板とを順に含む、請求項１記載の表示装置。
【請求項８】
前記複数の表示単位はそれぞれ特定の色の光を発生する複数の発光セルからなり、
　前記表示パネルは、
　第１の基板と、
　前記複数の発光セルおよび前記ブラックマトリクスを有する発光セル群と、
　透光性の第２の基板とを順に含む、請求項１記載の表示装置。
【請求項９】
前記第１のグループに対応する第１の映像信号および前記第２のグループに対応する第２
の映像信号を受け、前記第１の映像信号に基づいて前記表示パネルの前記第１のグループ
の表示単位により第１の映像を表示させ、前記第２の映像信号に基づいて前記表示パネル
の前記第２のグループの表示単位により第２の映像を表示させる制御部をさらに備えた、
請求項１記載の表示装置。
【請求項１０】
前記制御部は、前記表示パネルの正面観察用の第３の映像信号を受け、前記第３の映像信
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号に基づいて前記表示パネルの前記第１および第２のグループの表示単位により映像を表
示させる、請求項９記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、見る角度により異なる映像を提示することができる表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　１つの画面で見る角度により異なる映像を提示することができる表示装置が提案されて
いる。このような表示装置は、デュアルビュー表示装置と呼ばれている。例えば、車載用
のデュアルビュー表示装置では、運転席側にはナビゲーション用の映像を提示しまたは何
も表示せず、助手席側には映画、テレビ番組等の他の映像を提示することにより、運転の
安全を確保しつつ同乗者に対して種々の映像を提供することが可能となる。
【０００３】
　ここで、特許文献１には、第１の角度範囲で第１の偏光状態の光を出力し、第２の角度
範囲で第２の偏光状態の光を出力する光制御素子およびそれを組み込んだデュアルビュー
ディスプレイが記載されている。
【０００４】
　図１６は特許文献１に記載された従来のデュアルビューディスプレイの構成を示す模式
図である。図１６において、垂直方向をｘ方向とし、水平方向をｙ方向とし、前後方向を
ｚ方向とする。
【０００５】
　図１６に示すように、バックライト５０１と透過性イメージディスプレイパネル５０２
との間には、第１の光学制御素子５０３、第２の光学制御素子５０４、スイッチ可能な半
波長板５０５および線形偏光子５０６が配置される。スイッチ可能な半波長板５０５は、
線形偏光子５０６の透過軸に対して４５°の光軸を有するように配列される。
【０００６】
　第１の光学制御素子５０３は、実線の矢印Ｌで示すように、垂直方向の偏光（以下、ｘ
偏光と呼ぶ）をディスプレイのｚ方向の軸に対して例えば約＋３０°を中心とした狭い角
度範囲に送り、水平方向の偏光（以下、ｙ偏光と呼ぶ）を吸収しない。第２の光学制御素
子５０４は、実線の矢印Ｒで示すように、ｙ偏光をディスプレイのｚ方向の軸に対して例
えば約－３０°を中心とした狭い角度範囲に送り、ｘ偏光を吸収しない。スイッチ可能な
半波長板５０５は、オフのときにはこれを通過する偏光に影響を与えず、オンのときには
偏光を９０°回転させる。線形偏光子５０６は、その透過軸がｙ方向に配列され、ｘ偏光
を吸収し、ｙ偏光を透過させる。
【０００７】
　ディスプレイの１つの表示モードでは、スイッチ可能な半波長板５０５がオフになり、
これを透過する偏光に影響を与えない。第１の光学制御素子５０３はｙ偏光に影響を与え
ない。それにより、バックライト５０１からのｙ偏光は、第１の光学制御素子５０３を透
過し、第２の光学制御素子５０４により矢印Ｒの方向に導かれる。そのｙ偏光は、線形偏
光子５０６を透過し、観察者５２０に向かって出力される。一方、第１の光学制御素子５
０３により矢印Ｌの方向に導かれたｘ偏光は、線形偏光子５０６により吸収される。した
がって、観察者５２０がディスプレイパネル５０２に表示される映像を見ることができ、
観察者５１０は暗いディスプレイパネル５０２を見る。
【０００８】
　ディスプレイの他の表示モードでは、スイッチ可能な半波長板５０５がオンになり、偏
光を９０°回転させる。第２の光学制御素子５０４はｘ偏光に影響を与えない。バックラ
イト５０１からのｘ偏光は、第１の光学制御素子５０３により矢印Ｌの方向に導かれ、第
２の光学制御素子５０４を透過する。そのｘ偏光は、スイッチ可能な半波長板５０５によ
りｙ偏光に変換される。それにより、そのｙ偏光は線形偏光子５０６を透過し、観察者５
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１０に向かって出力される。一方、第２の光学制御素子５０４により矢印Ｒの方向に導か
れたｙ偏光は、スイッチ可能な半波長板５０５によりｘ偏光に変換され、線形偏光子５０
６により吸収される。したがって、観察者５１０がディスプレイパネル５０２に表示され
る映像を見ることができ、観察者５２０は暗いディスプレイパネル５０２を見る。
【０００９】
　観察者５１０および観察者５２０にそれぞれ映像を提示する場合、スイッチ可能な半波
長板５０５がオン状態とオフ状態とに高速に切り替えられる。スイッチ可能な半波長板５
０５がオフの間に観察者５２０のための映像が表示され、スイッチ可能な半波長板５０５
がオンの間に観察者５１０のための映像が表示される。このように、スイッチ可能な半波
長板５０５のスイッチング動作と同期を取ってディスプレイパネル５０２に表示される映
像が切り替えられる。
【特許文献１】特開２００５－７８０９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上記のように、特許文献１では、第１および第２の光学制御素子を用いることによりデ
ュアルビューディスプレイが実現されている。
【００１１】
　しかしながら、特許文献１のディスプレイの構造を液晶表示装置に適用する場合、第１
の光学制御素子、第２の光学制御素子およびスイッチ可能な半波長板が必要となる。それ
により、液晶表示装置の構造が複雑化し、薄型化が阻害される。
【００１２】
　特に、第１の光学制御素子は、垂直方向の偏光を透過しない多数の偏光子を配列するこ
とにより作製され、第２の光学制御素子は、水平方向の偏光を透過しない多数の偏光子を
配列することにより作製される。そのため、製造工程が複雑になり、低コスト化が阻害さ
れる。
【００１３】
　また、スイッチ可能な半波長板のスイッチング動作と映像の切り替えとを同期を取って
高速に行う必要があるため、周辺回路の構成が複雑となる。
【００１４】
　また、特許文献１のディスプレイの構造をプラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）を用
いたプラズマ表示装置に適用する場合には、第１の光学制御素子、第２の光学制御素子お
よびスイッチ可能な半波長板が必要になり、さらにプラズマ表示装置では不要な線形偏光
板が必要となる。それにより、プラズマ表示装置の薄型化および低コスト化が阻害される
とともに、線形偏光板により輝度が半減する。したがって、特許文献１のディスプレイの
構造をプラズマディスプレイ装置に適用することは実用性に欠ける。また、液晶表示装置
の場合と同様に、周辺回路の構成が複雑となる。
【００１５】
　本発明の目的は、表示パネルの構造および周辺回路の構成を複雑化することなく見る角
度により異なる映像を提示することが可能でかつ低コスト化が可能で実用的な表示装置を
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　（１）本発明に係る表示装置は、マトリクス状に配置された複数の表示単位を有すると
ともに表示単位間の領域にブラックマトリクスを有する表示パネルと、表示パネルのブラ
ックマトリクス上に形成された障壁部とを備え、複数の表示単位は、第１のグループおよ
び第２のグループに区分され、障壁部は、第１のグループの表示単位から表示パネルの一
方側の斜め前方への光の進行を阻止し、第２のグループの表示単位から表示パネルの他方
側の斜め前方への光の進行を阻止するように設けられたものである。
【００１７】
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　その表示装置においては、表示パネルのブラックマトリクス上に障壁部が形成されてい
る。また、表示パネルの複数の表示単位は、第１のグループおよび第２のグループに区分
されている。第１のグループの表示単位から表示パネルの一方側の斜め前方への光の進行
が障壁部により阻止され、第２のグループの表示単位から表示パネルの他方側の斜め前方
への光の進行が阻止される。
【００１８】
　それにより、表示パネルの他方側の斜め前方に位置する人は、表示パネルの第１のグル
ープの表示単位を見ることができ、表示パネルの第２のグループの表示単位を見ることが
できない。一方、表示パネルの一方側の斜め前方に位置する人は、表示パネルの第２のグ
ループの表示単位を見ることができ、表示パネルの第１のグループの表示単位を見ること
ができない。したがって、第１のグループの表示単位および第２のグループの表示単位に
それぞれ異なる映像を表示することにより、一方側の斜め前方に位置する人と他方側の斜
め前方に位置する人とに共通の表示パネルでそれぞれ異なる映像を提示することができる
。
【００１９】
　この場合、表示パネルに複雑な構成要素を追加する必要がない。したがって、表示パネ
ルの構造が複雑化せず、薄型化が阻害されない。
【００２０】
　また、障壁部はブラックマトリクス上に形成されるので、表示パネルを正面から見る場
合に障壁部が障害になることもない。それにより、表示パネルの輝度の低下が防止される
ので、実用性が高い。また、障壁部を設ける構成のみでデュアルビュー表示を実現するた
めの表示パネルの大型化を抑制することが可能になる。
【００２１】
　さらに、障壁部は表示パネル上に容易に設けることができるので、製造工程が複雑化せ
ず、低コスト化が可能となる。
【００２２】
　また、第１のグループの表示単位および第２のグループの表示単位にそれぞれ異なる映
像を表示するために、表示パネルにおいてスイッチング動作は不要である。したがって、
周辺回路の構成が複雑化しない。
【００２３】
　（２）表示パネルは、第１の方向に延びるストライプ状の複数の第１および第２の領域
に区分され、第１の方向に交差する第２の方向において複数の第１の領域と複数の第２の
領域とが交互に配置され、複数の第１の領域に第１のグループの表示単位が配置され、複
数の第２の領域に第２のグループの表示単位が配置され、互いに隣接する各１対の第１お
よび第２の領域により１つの組がそれぞれ構成され、隣接する組間のブラックマトリクス
上の部分にそれぞれ障壁部がストライプ状に形成されてもよい。
【００２４】
　この場合、ストライプ状の第１の領域の表示単位から表示パネルの一方側の斜め前方へ
の光の進行が障壁部により阻止され、ストライプ状の第２の領域の表示単位から表示パネ
ルの他方側の斜め前方への光の進行が阻止される。それにより、表示パネルの一方側の斜
め前方に位置する人はストライプ状の複数の領域のうち１つおきの領域の表示単位を見る
ことができ、表示パネルの他方側の斜め前方に位置する人はストライプ状の複数の領域の
うち他の１つおきの領域の表示単位を見ることができる。
【００２５】
　このように、複数の第１および第２の領域がストライプ状に形成されているので、障壁
部の高さを低くすることができる。それにより、障壁部により映像中に形成される縞状パ
ターンの幅を小さくすることが可能となる。したがって、画質の劣化を低減することがで
きる。
【００２６】
　（３）複数の表示単位は、第１の色の光を発生する複数の第１の副画素、第２の色の光
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を発生する複数の第２の副画素および第３の色の光を発生する複数の第３の副画素を含み
、１つの第１の副画素、１つの第２の副画素および１つの第３の副画素が１つの画素を構
成し、複数の画素は第１のグループおよび第２のグループに区分され、複数の画素は第１
のグループおよび第２のグループに区分され、第１のグループの各画素を構成する第１、
第２および第３の副画素が同じ第１の領域に配置され、第２のグループの各画素を構成す
る第１、第２および第３の副画素が同じ第２の領域に配置されてもよい。
【００２７】
　この場合、各画素を構成する第１、第２および第３の副画素が近接しているので、色の
精度が高い。
【００２８】
　（４）複数の第１の領域の各々に含まれる第１のグループの複数の画素は一列に配置さ
れ、複数の第２の領域の各々に含まれる第２のグループの複数の画素は一列に配置されて
もよい。
【００２９】
　この場合、ストライプ状の第１および第２の領域の第２の方向の幅を小さくすることが
できる。それにより、障壁部の高さを低くすることができるので、障壁部により映像中に
形成される縞状パターンの幅を小さくすることが可能となる。したがって、画質の劣化を
低減することができる。
【００３０】
　（５）複数の表示単位は、第１の色の光を発生する複数の第１の副画素、第２の色の光
を発生する複数の第２の副画素および第３の色の光を発生する複数の第３の副画素を含み
、１つの第１の副画素、１つの第２の副画素および１つの第３の副画素が１つの画素を構
成し、複数の画素は第１のグループおよび第２のグループに区分され、第１のグループの
各画素を構成する第１の副画素、第２の副画素および第３の副画素がそれぞれ異なる第１
の領域に配置され、第２のグループの各画素を構成する第１の副画素、第２の副画素およ
び第３の副画素がそれぞれ異なる第２の領域に配置されてもよい。
【００３１】
　この場合、第１および第２の領域の大きさをより小さくすることができる。それにより
、障壁部の高さをより低くすることが可能となる。したがって、障壁部により映像中に形
成される縞状パターンの幅をより小さくすることができる。その結果、画質の劣化をより
低減することができる。
【００３２】
　（６）複数の第１の領域の各々に含まれる第１のグループの複数の第１の副画素、複数
の第２の副画素または複数の第３の副画素は一列に配置され、複数の第２の領域の各々に
含まれる第２のグループの複数の第１の副画素、複数の第２の副画素または複数の第３の
副画素は一列に配置されてもよい。
【００３３】
　この場合、第２の方向における第１および第２の領域の幅を十分に小さくすることがで
きる。それにより、障壁部の高さを十分に低くすることが可能となる。したがって、障壁
部により映像中に形成される縞状パターンの幅を十分に小さくすることができる。その結
果、画質の劣化を十分に低減することができる。
【００３４】
　（７）複数の表示単位はそれぞれ特定の色の光を透過する複数のフィルタ部からなり、
表示パネルは、光を発生するバックライトと、第１の偏光板と、液晶セルと、複数のフィ
ルタ部およびブラックマトリクスを有するフィルタと、第２の偏光板とを順に含んでもよ
い。
【００３５】
　この場合、表示パネルの構造および周辺回路の構成を複雑化することなく見る角度によ
り異なる映像を提示することが可能な液晶表示装置が実現される。
【００３６】
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　（８）複数の表示単位はそれぞれ特定の色の光を発生する複数の発光セルからなり、表
示パネルは、第１の基板と、複数の発光セルおよびブラックマトリクスを有する発光セル
群と、透光性の第２の基板とを順に含んでもよい。
【００３７】
　この場合、表示パネルの構造および周辺回路の構成を複雑化することなく見る角度によ
り異なる映像を提示することが可能な自発光型表示装置が実現される。
【００３８】
　（９）表示装置は、第１のグループに対応する第１の映像信号および第２のグループに
対応する第２の映像信号を受け、第１の映像信号に基づいて表示パネルの第１のグループ
の表示単位により第１の映像を表示させ、第２の映像信号に基づいて表示パネルの第２の
グループの表示単位により第２の映像を表示させる制御部をさらに備えてもよい。
【００３９】
　この場合、第１の映像信号に基づいて表示パネルの第１のグループの表示単位により第
１の映像が表示され、第２の映像信号に基づいて表示パネルの第２のグループの表示単位
により第２の映像が表示される。それにより、表示パネルにおけるスイッチング動作を行
うことなく見る角度により異なる映像を提示することが可能となる。したがって、制御部
を含む周辺回路の構成が複雑化しない。
【００４０】
　（１０）制御部は、表示パネルの正面観察用の第３の映像信号を受け、第３の映像信号
に基づいて表示パネルの第１および第２のグループの表示単位により映像を表示させても
よい。
【００４１】
　この場合、第３の映像信号に基づいて表示パネルの第１および第２のグループの表示単
位により映像が表示される。それにより、表示パネルの正面から映像を見ることが可能と
なる。
【００４２】
　このように、第１および第２の映像信号と第３の映像信号との選択により、表示パネル
の一方側および他方側の斜め前方への映像の提示と表示パネルの正面への映像の提示とを
容易に切り替えることが可能となる。
【００４３】
　また、表示パネルの映像を正面から見る場合に障壁部が障害になることがないので、輝
度の低下が防止される。
【発明の効果】
【００４４】
　本発明によれば、第１のグループの表示単位および第２のグループの表示単位にそれぞ
れ異なる映像を表示することにより、一方側の斜め前方に位置する人と他方側の斜め前方
に位置する人とに共通の表示パネルでそれぞれ異なる映像を提示することができる。
【００４５】
　この場合、表示パネルに複雑な構成要素を追加する必要がない。したがって、表示パネ
ルの構造が複雑化せず、薄型化が阻害されない。
【００４６】
　また、障壁部はブラックマトリクス上に形成されるので、表示パネルを正面から見る場
合に障壁部が障害になることもない。それにより、表示パネルの輝度の低下が防止される
ので、実用性が高い。また、障壁部を設ける構成のみでデュアルビュー表示を実現するた
めの表示パネルの大型化を抑制することが可能になる。
【００４７】
　さらに、障壁部は表示パネル上に容易に設けることができるので、製造工程が複雑化せ
ず、低コスト化が可能となる。
【００４８】
　また、第１のグループの表示単位および第２のグループの表示単位にそれぞれ異なる映
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像を表示するために、表示パネルにおいてスイッチング動作は不要である。したがって、
周辺回路の構成が複雑化しない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４９】
　（１）第１の実施の形態
　本実施の形態では、本発明を液晶表示装置に適用した場合を説明する。
【００５０】
　（１－１）液晶表示パネルの構成
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置の一部の模式的断面図である。ま
た、図２および図３は図１の液晶表示装置の一部の模式的平面図である。図２は後述する
視差バリア８の配置方法の一例を示し、図３は後述する視差バリア８の配置方法の他の例
を示す。
【００５１】
　図１～図３において、互いに直交する３方向を矢印で示すｘ方向、ｙ方向およびｚ方向
と定義する。ｘ方向は垂直方向であり、ｙ方向は液晶表示装置１００の表面に平行な水平
方向であり、ｚ方向は液晶表示装置１００の前後方向である。後述する図においても、同
様である。
【００５２】
　また、以下の説明において、液晶表示装置１００の画面から見て右を単に右といい、液
晶表示装置１００の画面から見て左を単に左という。
【００５３】
　図１の液晶表示装置１００は、液晶表示パネル１０を備える。液晶表示パネル１０は、
バックライト１、偏光板２、裏面ガラス３、液晶セル４、カラーフィルタ５、表面ガラス
６および偏光板７が順に積層された構造を有する。液晶表示パネル１０の前面が画面とな
る。
【００５４】
　カラーフィルタ５は、ｘ方向およびｙ方向にマトリクス状に配列された複数の副画素（
サブピクセル）５Ｒ，５Ｇ，５Ｂを含む。副画素５Ｒは赤色の光を透過するフィルタ部か
らなり、副画素５Ｇは緑色の光を透過するフィルタ部からなり、副画素５Ｂは青色の光を
透過するフィルタ部からなる。
【００５５】
　図２および図３に示すように、ｘ方向に平行な各列には同一種類の副画素５Ｒ、同一種
類の副画素５Ｇまたは同一種類の副画素５Ｂが配列されている。また、ｙ方向に平行な各
行には３種類の副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂが順に配列されている。
【００５６】
　カラーフィルタ５の副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂの各々を取り囲む領域には、ブラックマト
リクス５０が設けられている。
【００５７】
　液晶表示パネル１０は、ｘ方向に沿ってストライプ状に延びる複数の領域ＲＡおよび複
数の領域ＲＢに区分されている。複数の領域ＲＡと複数の領域ＲＢとはｙ方向において交
互に並ぶように配置されている。
【００５８】
　複数の副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂは第１のグループおよび第２のグループに割り当てられ
る。ｙ方向に沿って並ぶ第１のグループの３つの副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂが画素（ピクセ
ル）５ａを構成する。ｙ方向に沿って並ぶ第２のグループの３つの副画素５Ｒ，５Ｇ，５
Ｂが画素（ピクセル）５ｂを構成する。この場合、各画素５ａ，５ｂを構成する副画素５
Ｒ，５Ｇ，５Ｂが近接しているので、色の精度が高い。
【００５９】
　領域ＲＡ内には、第１のグループの複数の画素５ａがｘ方向に沿って並んでいる。それ
により、領域ＲＡ内には、複数の副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂがｘ方向に沿って３列に並んで
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いる。同様に、領域ＲＢ内には、第２のグループの複数の画素５ｂがｘ方向に沿って並ん
でいる。それにより、領域ＲＢ内には、複数の副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂがｘ方向に沿って
３列に並んでいる。
【００６０】
　互いに隣接する各１対の領域ＲＡ，ＲＢにより各１つの組が構成され、隣接する組間の
ブラックマトリクス５０上の部分および端部に位置する領域ＲＡ，ＲＢの外側のブラック
マトリクス５０上の部分に視差バリア８が形成されている。
【００６１】
　図２の例では、隣接する２つの組において一方の組の領域ＲＡと他方の組の領域ＲＢと
の間のブラックマトリクス５０上の部分および両端の領域ＲＡ，ＲＢの外側のブラックマ
トリクス５０上の部分にｘ方向に延びる視差バリア８が形成されている。
【００６２】
　図３の例では、図２の例と同様に、隣接する２つの組において一方の組の領域ＲＡと他
方の組の領域ＲＢとの間のブラックマトリクス５０上の部分および両端の領域ＲＡ，ＲＢ
の外側のブラックマトリクス５０上の部分にｘ方向に延びる視差バリア８が形成され、さ
らにｘ方向に配列された画素５ａ間および画素５ｂ間のブラックマトリクス５０上の部分
および上端および下端の画素５ａ，５ｂの外側のブラックマトリクス５０上の部分にｙ方
向に延びる視差バリア８が形成されている。本例では、ｙ方向に延びる視差バリア８によ
り視差バリア８が補強されることにより、視差バリア８の格子形状の維持に貢献すること
が可能になる。
【００６３】
　視差バリア８の材料としては樹脂、金属等を用いることができる。また、視差バリア８
の色は、ブラックマトリクス５０の黒色と同じであることが好ましく、さらに、発光した
光が反射することを防止するということからもつや消しの黒であることが好ましい。
【００６４】
　図１に示すように、視差バリア８は、領域ＲＡから左斜め前方への光の進行を阻止し、
領域ＲＢから右斜め前方への光の進行を阻止する。それにより、液晶表示装置１００の右
斜め前方に位置する観察者１１０は、矢印Ａで示すように、液晶表示パネル１０の領域Ｒ
Ａの画素５ａを見ることができ、視差バリア８により領域ＲＢの画素５ｂを見ることがで
きない。一方、液晶表示装置１００の左斜め前方に位置する観察者１２０は、矢印Ｂで示
すように、液晶表示パネル１０の領域ＲＢの画素５ｂを見ることができ、視差バリア８に
より領域ＲＡの画素５ａを見ることができない。したがって、観察者１１０は液晶表示パ
ネル１０の領域ＲＡの画素５ａにより表示される映像を見ることができ、観察者１２０は
液晶表示パネル１０の領域ＲＢの画素５ｂにより表示される映像を見ることができる。
【００６５】
　観察者１１０が領域ＲＡの画素５ａのみを見ることができる角度および観察者１２０が
領域ＲＢの画素５ｂのみを見ることができる角度は、視差バリア８の高さにより異なる。
【００６６】
　例えば、視差バリア８の高さがｙ方向における領域ＲＡまたは領域ＲＢの幅と略等しい
場合には、観察者１１０は液晶表示パネル１０の前面に対して４５度の方向から領域ＲＡ
の画素５ａのみを見ることができ、観察者１２０は液晶表示パネル１０の前面に対して４
５度の方向から領域ＲＢの画素５ｂのみを見ることができる。
【００６７】
　なお、設計時または製造時に視差バリア８の高さを調整することにより用途に応じてこ
のようなデュアルビューの角度を任意に調整することができる。
【００６８】
　（１－２）映像信号処理回路の構成および表示動作
　図４は本実施の形態に係る液晶表示装置１００に用いられる映像信号処理回路の構成の
一例を示すブロック図である。また、図５は液晶表示装置１００の画面に表示される映像
を説明するための図であり、（ａ）は液晶表示装置１００の画面に左用の映像および右用
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の映像が表示された状態を示し、（ｂ）は液晶表示装置１００の画面に正面用の映像が表
示された状態を示す。
【００６９】
　図４において、液晶表示装置１００に映像信号処理回路２００が接続される。映像信号
処理回路２００は、第１の映像信号発生回路２０１、第２の映像信号発生回路２０２およ
びコントローラ２０３を含む。
【００７０】
　第１の映像信号発生回路２０１は、液晶表示装置１００の正面に位置する観察者用の映
像を表示するため正面用映像信号ＶＤおよび右斜め前方の観察者用の映像を表示するため
の右用映像信号ＶＲを選択的に発生する。第２の映像信号発生回路２０２は、左斜め前方
の観察者用の映像を表示するための左用映像信号ＶＬを発生する。
【００７１】
　正面用映像信号ＶＤにより液晶表示パネル１０の全域に映像が表示される。また、右用
映像信号ＶＲにより液晶表示パネル１０の領域ＲＡに映像が表示され、左用映像信号ＶＬ
により液晶表示パネル１０の領域ＲＢに映像が表示される。
【００７２】
　コントローラ２０３には、リモートコントローラ等の操作部を用いた使用者の操作によ
り選択信号ＳＥＬが与えられる。
【００７３】
　例えば、選択信号ＳＥＬが“１”の場合には、第１の映像信号発生回路２０１により右
用映像信号ＶＲが発生される。コントローラ２０３は、第１の映像信号発生回路２０１に
より発生される右用映像信号ＶＲおよび第２の映像信号発生回路２０２により発生される
左用映像信号ＶＬを交互に選択し、右用映像信号ＶＲに基づいて、図５（ａ）にドットパ
ターンで示すように液晶表示パネル１０の領域ＲＡに右用の映像３０１を表示し、左用映
像信号ＶＬに基づいて、図５（ａ）に斜線パターンで示すように液晶表示パネル１０の領
域ＲＢに左用の映像３０２を表示する。
【００７４】
　それにより、図１の観察者１１０は、液晶表示パネル１０の領域ＲＡに表示された右用
の映像３０１を見ることができる。領域ＲＢから観察者１１０に向かう光は視差バリア８
により遮られるため、観察者１１０は領域ＲＢに表示された左用の映像３０２を見ること
はできない。
【００７５】
　一方、図１の観察者１２０は、液晶表示パネル１０の領域ＲＢに表示された左用の映像
３０２を見ることができる。領域ＲＡから観察者１２０に向かう光は視差バリア８により
遮られるため、観察者１２０は領域ＲＡに表示された右用の映像３０１を見ることはでき
ない。
【００７６】
　したがって、観察者１１０および観察者１２０は共通の液晶表示装置１００でそれぞれ
異なる映像を見ることができる。例えば、液晶表示装置１００をカーナビゲーションシス
テムに用いる場合には、液晶表示パネル１０の領域ＲＡにテレビ放送、映画等の映像を表
示し、液晶表示パネル１０の領域ＲＢにナビゲーション用の映像を表示する。その場合、
観察者１１０はテレビ放送、映画等の映像を見ることができ、観察者１２０はナビゲーシ
ョン用の映像を見ることができる。
【００７７】
　また、理髪店、美容室等において隣接する椅子の間の前方の壁に液晶表示装置１００を
配置した場合、左の椅子に座った客と右の椅子に座った客とでそれぞれ異なる映像を見る
ことが可能となる。
【００７８】
　また、例えば、選択信号ＳＥＬが“０”の場合には、第１の映像信号発生回路２０１に
より正面用映像信号ＶＤが発生される。コントローラ２０３は、第１の映像信号発生回路
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２０１により発生される正面用映像信号ＶＤに基づいて、図５（ｂ）に斜線パターンで示
すように液晶表示パネル１０の全域に正面用の映像３００を表示する。
【００７９】
　（１－３）効果
　本実施の形態に係る液晶表示装置１００においては、カラーフィルタ５のブラックマト
リクス５０上に形成された視差バリア８により右斜め前方の観察者１１０および左斜め前
方の観察者１２０が共通の液晶表示装置１００でそれぞれ異なる映像を見ることができる
。
【００８０】
　この場合、バックライト１とカラーフィルタ５との間に光学制御素子およびスイッチ可
能な半波長板等の構成要素を追加する必要がない。したがって、液晶表示パネル１０の構
造が複雑化せず、薄型化が阻害されない。
【００８１】
　また、視差バリア８は副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂの各々を取り囲むブラックマトリクス５
０上の部分に形成されるので、液晶表示パネル１０を正面から見る場合に視差バリア８が
障害にならない。それにより、液晶表示パネル１０の輝度の低下が防止されるので、実用
性が高い。また、視差バリア８を設けるために液晶表示パネル１０が大型化することもな
い。
【００８２】
　さらに、視差バリア８は樹脂、金属等により簡単かつ安価に作製することができ、かつ
カラーフィルタ５のブラックマトリクス５０上に容易に形成することができるので、製造
工程が複雑化せず、低コスト化が可能となる。
【００８３】
　また、コントローラ２０３により右用映像信号ＶＲおよび左用映像信号ＶＬを交互に選
択することにより液晶表示パネル１０に右用の映像３０１および左用の映像３０２を表示
することができ、液晶表示パネル１０においてスイッチング動作は不要である。したがっ
て、映像信号処理回路２００の構成が複雑化しない。
【００８４】
　（２）第２の実施の形態
　本実施の形態では、本発明を液晶表示装置に適用した場合を説明する。
【００８５】
　（２－１）液晶表示装置の構成
　図６は本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置の一部の模式的断面図である。ま
た、図７および図８は図６の液晶表示装置の一部の模式的平面図である。図７は後述する
視差バリア８の配置方法の一例を示し、図８は後述する視差バリア８の配置方法の他の例
を示す。
【００８６】
　図６～図８の液晶表示装置１００が図１～図３の液晶表示装置１００と異なるのは次の
点である。
【００８７】
　本実施の形態では、１列おきの副画素５Ｒ、副画素５Ｂおよび副画素５Ｇが第１のグル
ープに割り当てられ、残りの１列おきの副画素５Ｇ、副画素５Ｒおよび副画素５Ｂが第２
のグループに割り当てられる。ｙ方向において１つおきの第１のグループの副画素５Ｒ，
５Ｂ，５Ｇが画素５ａを構成する。また、ｙ方向において残りの１つおきの第２のグルー
プの副画素５Ｇ，５Ｒ，５Ｂが画素５ｂを構成する。
【００８８】
　液晶表示パネル１０は、ｘ方向に沿ってストライプ状に延びる複数の領域ＲＡおよび複
数の領域ＲＢに区分されている。複数の領域ＲＡと複数の領域ＲＢとはｙ方向において交
互に並ぶように配置されている。
【００８９】
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　第１のグループの副画素５Ｒ，５Ｂ，５Ｇはそれぞれ異なる領域ＲＡ内にｘ方向に沿っ
て１列に並んでいる。第２のグループの副画素５Ｇ，５Ｒ，５Ｂはそれぞれ異なる領域Ｒ
Ｂ内にｘ方向に沿って１列に並んでいる。
【００９０】
　互いに隣接する各１対の領域ＲＡ，ＲＢにより各１つの組が構成され、隣接する組間の
ブラックマトリクス５０上の部分および端部に位置する領域ＲＡ，ＲＢの外側のブラック
マトリクス５０上の部分に視差バリア８が形成されている。
【００９１】
　図７の例では、隣接する２つの組において一方の組の領域ＲＡと他方の組の領域ＲＢと
の間のブラックマトリクス５０上の部分および両端の領域ＲＡ，ＲＢの外側のブラックマ
トリクス５０上の部分にｘ方向に延びる視差バリア８が形成されている。
【００９２】
　図８の例では、図７の例と同様に、隣接する２つの組において一方の組の領域ＲＡと他
方の組の領域ＲＢとの間のブラックマトリクス５０上の部分および両端の領域ＲＡ，ＲＢ
の外側のブラックマトリクス５０上の部分にｘ方向に延びる視差バリア８が形成され、さ
らにｘ方向に配列された画素５ａ間および画素５ｂ間のブラックマトリクス５０上の部分
および上端および下端の画素５ａ，５ｂの外側のブラックマトリクス５０上の部分にｙ方
向に延びる視差バリア８が形成されている。本例では、ｙ方向に延びる視差バリア８によ
り液晶表示パネル１０が補強される。
【００９３】
　図６に示すように、視差バリア８は、領域ＲＡから左斜め前方への光の進行を阻止し、
領域ＲＢから右斜め前方への光の進行を阻止する。それにより、液晶表示装置１００の右
斜め前方に位置する観察者１１０は、矢印Ａで示すように、液晶表示パネル１０の領域Ｒ
Ａの画素５ａを見ることができ、視差バリア８により領域ＲＢの画素５ｂを見ることがで
きない。一方、液晶表示装置１００の左斜め前方に位置する観察者１２０は、矢印Ｂで示
すように、液晶表示パネル１０の領域ＲＢの画素５ｂを見ることができ、視差バリア８に
より領域ＲＡの画素５ａを見ることができない。したがって、観察者１１０は液晶表示パ
ネル１０の領域ＲＡの画素５ａにより表示される映像を見ることができ、観察者１２０は
液晶表示パネル１０の領域ＲＢの画素５ｂにより表示される映像を見ることができる。
【００９４】
　なお、本実施の形態に係る液晶表示装置１００に用いられる映像信号処理回路の構成は
、図４に示した構成と同様である。
【００９５】
　（２－２）効果
　本実施の形態に係る液晶表示装置１００においては、第１の実施の形態に係る液晶表示
装置１００と同様の効果に加えて次の効果が得られる。
【００９６】
　本実施の形態に係る液晶表示装置１００では、各領域ＲＡおよび各領域ＲＢがそれぞれ
一列の副画素を含むので、各領域ＲＡおよび各領域ＲＢのｙ方向の幅が十分に小さくなる
。それにより、視差バリア８の高さを十分に小さくすることが可能となる。したがって、
液晶表示パネル１０の右斜め前方の観察者１１０および左斜め前方の観察者１２０が見る
映像中の縞状パターン（無映像の領域）の幅を十分に小さくすることができる。その結果
、画質の劣化を十分に低減することができる。
【００９７】
　（３）第３の実施の形態
　本実施の形態では、本発明を自発光型表示装置の一例であるプラズマ表示装置に適用し
た場合を説明する。
【００９８】
　（３－１）プラズマディスプレイパネルの構成
　図９は本発明の第３の実施の形態に係るプラズマ表示装置の一部の模式的断面図である
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。また、図１０は図９のプラズマ表示装置の一部の模式的平面図である。
【００９９】
　図９のプラズマ表示装置１０１は、プラズマディスプレイパネル（以下、ＰＤＰと呼ぶ
）１５を備える。ＰＤＰ１５は、裏面ガラス基板１１、放電セル群１２、表面ガラス基板
１３および前面ガラスフィルタ１４が順に積層された構造を有する。表面ガラス基板１３
と前面ガラスフィルタ１４との間には空間が存在することが一般的である。
【０１００】
　放電セル群１２は、ｘ方向およびｙ方向にマトリクス状に配列された複数の副画素２Ｒ
，２Ｇ，２Ｂを含む。副画素２Ｒは赤色の光を発生する放電セルからなり、副画素２Ｇは
緑色の光を発生する放電セルからなり、副画素２Ｂは青色の光を発生する放電セルからな
る。
【０１０１】
　図１０に示すように、ｘ方向に平行な各列には同一種類の副画素２Ｒ、同一種類の副画
素２Ｇまたは同一種類の副画素２Ｂが配列されている。また、ｙ方向に平行な各行には３
種類の副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂが順に配列されている。
【０１０２】
　放電セル群１２の副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂの各々を取り囲む領域には、ブラックマトリ
クス５０が設けられている。ブラックマトリクス５０は、放電セル間の隔壁からなる。
【０１０３】
　ＰＤＰ１５は、ｘ方向に沿ってストライプ状に延びる複数の領域ＲＡおよび複数の領域
ＲＢに区分されている。複数の領域ＲＡと複数の領域ＲＢとはｙ方向において交互に並ぶ
ように配置されている。
【０１０４】
　複数の副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂは第１のグループおよび第２のグループに割り当てられ
る。ｙ方向に沿って並ぶ第１のグループの３つの副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂが画素２ａを構
成する。ｙ方向に沿って並ぶ第２のグループの３つの副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂが画素２ｂ
を構成する。
【０１０５】
　領域ＲＡ内には、第１のグループの複数の画素２ａがｘ方向に沿って並んでいる。それ
により、領域ＲＡ内には、複数の副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂがｘ方向に沿って３列に並んで
いる。同様に、領域ＲＢ内には、第２のグループの複数の画素２ｂがｘ方向に沿って並ん
でいる。それにより、領域ＲＢ内には、複数の副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂがｘ方向に沿って
３列に並んでいる。
【０１０６】
　互いに隣接する各１対の領域ＲＡ，ＲＢにより各１つの組が構成され、隣接する組間の
ブラックマトリクス５０上の部分および端部に位置する領域ＲＡ，ＲＢの外側のブラック
マトリクス５０上の部分に視差バリア８が形成されている。
【０１０７】
　図１０の例では、隣接する２つの組において一方の組の領域ＲＡと他方の組の領域ＲＢ
との間のブラックマトリクス５０上の部分および両端の領域ＲＡ，ＲＢの外側のブラック
マトリクス５０上の部分にｘ方向に延びる視差バリア８が形成されている。
【０１０８】
　第１の実施の形態と同様に、視差バリア８の材料としては樹脂、金属等を用いることが
できる。また、視差バリア８の色は、ブラックマトリクス５０の黒色と同じであることが
好ましく、例えばつや消しの黒である。
【０１０９】
　図９に示すように、視差バリア８は、領域ＲＡから左斜め前方への光の進行を阻止し、
領域ＲＢから右斜め前方への光の進行を阻止する。それにより、プラズマ表示装置１０１
の右斜め前方に位置する観察者１１０は、矢印Ａで示すように、ＰＤＰ１５の領域ＲＡの
画素２ａを見ることができ、視差バリア８により領域ＲＢの画素２ｂを見ることができな
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い。一方、プラズマ表示装置１０１の左斜め前方に位置する観察者１２０は、矢印Ｂで示
すように、ＰＤＰ１５の領域ＲＢの画素２ｂを見ることができ、視差バリア８により領域
ＲＡの画素２ａを見ることができない。したがって、観察者１１０はＰＤＰ１５の領域Ｒ
Ａの画素２ａにより表示される映像を見ることができ、観察者１２０はＰＤＰ１５の領域
ＲＢの画素２ｂにより表示される映像を見ることができる。
【０１１０】
　観察者１１０が領域ＲＡの画素２ａのみを見ることができる角度および観察者１２０が
領域ＲＢの画素２ｂのみを見ることができる角度は、視差バリア８の高さにより異なる。
【０１１１】
　例えば、視差バリア８の高さがｙ方向における領域ＲＡまたは領域ＲＢの幅と略等しい
場合には、観察者１１０はＰＤＰ１５の前面に対して４５度の方向から領域ＲＡの画素２
ａのみを見ることができ、観察者１２０はＰＤＰ１５の前面に対して４５度の方向から領
域ＲＢの画素２ｂのみを見ることができる。
【０１１２】
　なお、本実施の形態に係るプラズマ表示装置１０１に用いられる映像信号処理回路の構
成は、図４に示した構成と同様である。
【０１１３】
　（３－２）効果
　本実施の形態に係るプラズマ表示装置１０１においては、ＰＤＰ１５のブラックマトリ
クス５０上に形成された視差バリア８により右斜め前方の観察者１１０および左斜め前方
の観察者１２０が共通のプラズマ表示装置１０１でそれぞれ異なる映像を見ることができ
る。
【０１１４】
　この場合、裏面ガラス基板１１と表面ガラス基板１３との間に光学制御素子、スイッチ
可能な半波長板および線形偏光板等の構成要素を追加する必要がない。したがって、ＰＤ
Ｐ１５の構造が複雑化せず、薄型化が阻害されない。また、線形偏光板が不要であるので
、輝度の低下が生じない。
【０１１５】
　また、視差バリア８は副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂの各々を取り囲むブラックマトリクス５
０上の部分に形成されるので、ＰＤＰ１５を正面から見る場合に視差バリア８が障害にな
らない。それにより、ＰＤＰ１５の輝度の低下が防止されるので、実用性が高い。また、
視差バリア８を設けるためにＰＤＰ１５が大型化することもない。
【０１１６】
　さらに、視差バリア８は樹脂、金属等により簡単かつ安価に作製することができ、かつ
放電セル群１２のブラックマトリクス５０上に容易に形成することができるので、製造工
程が複雑化せず、低コスト化が可能となる。
【０１１７】
　また、図４のコントローラ２０３により右用映像信号ＶＲおよび左用映像信号ＶＬを交
互に選択することによりＰＤＰ１５に右用の映像３０１および左用の映像３０２を表示す
ることができ、ＰＤＰ１５においてスイッチング動作は不要である。したがって、映像信
号処理回路２００の構成が複雑化しない。
【０１１８】
　（４）第４の実施の形態
　本実施の形態では、本発明を自発光型表示装置の一例であるプラズマ表示装置に適用し
た場合を説明する。
【０１１９】
　図１１は図９のプラズマディスプレイ装置に比べて表面ガラス基板１３および前面ガラ
スフィルタ１４ならびにそれらの間の空間が厚いプラズマ表示装置の一部の模式的断面図
である。
【０１２０】
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　図１１に示すように、表面ガラス基板１３および前面ガラスフィルタ１４ならびにそれ
らの間の空間が厚い場合には、視差バリア８とブラックマトリクス５０との間に光が通過
可能な領域（以下、光透過領域と呼ぶ。）が形成される。
【０１２１】
　そのため、領域ＲＢの副画素２Ｂから右斜め前方への光が視差バリア８により阻止され
ずに進行する。それにより、プラズマ表示装置１０１ａの右斜め前方に位置する観察者１
１０は、領域ＲＡの副画素２Ｒ，２Ｇおよび領域ＲＢの副画素２Ｂを見ることができる。
また、領域ＲＡの副画素２Ｒから左斜め前方への光が視差バリア８により阻止されずに進
行する。それにより、プラズマ表示装置１０１ａの左斜め前方に位置する観察者１２０は
、領域ＲＢの副画素２Ｇ，２Ｂおよび領域ＲＡの副画素２Ｒを見ることができる。
【０１２２】
　この場合、観測者１１０および観測者１２０は、領域ＲＡにより表示される映像と領域
ＲＢにより表示される映像とが部分的に混ざり合った映像を見ることになる。
【０１２３】
　そこで、第４の実施の形態では、観測者１１０が見る映像と観測者１２０が見る映像と
が部分的に混ざり合わないように以下の構造を有する。
【０１２４】
　図１２は本発明の第４の実施の形態に係るプラズマ表示装置の一部の模式的断面図であ
る。
【０１２５】
　図１２のプラズマ表示装置１０１では、視差バリア８とブラックマトリクス５０との間
の光透過領域の厚さが次のように設定される。
【０１２６】
　図１２に示すように、領域ＲＢから右斜め前方への光が視差バリア８とブラックマトリ
クス５０との間の光透過領域を通して進行することができ、領域ＲＡから右斜め前方への
光の進行は視差バリア８により阻止される。また、領域ＲＡから左斜め前方への光が視差
バリア８とブラックマトリクス５０との間の光透過領域を通して進行することができ、領
域ＲＢから左斜め前方への光の進行は視差バリア８により阻止される。
【０１２７】
　それにより、プラズマ表示装置１０１の右斜め前方に位置する観察者１１０は、矢印Ａ
で示すように、視差バリア８とブラックマトリクス５０との間の光透過領域を通してＰＤ
Ｐ１５の領域ＲＢの画素２ｂを見ることができ、視差バリア８により領域ＲＡの画素２ａ
を見ることができない。一方、プラズマ表示装置１０１の左斜め前方に位置する観察者１
２０は、矢印Ｂで示すように、視差バリア８とブラックマトリクス５０との間の光透過領
域を通してＰＤＰ１５の領域ＲＡの画素２ａを見ることができ、視差バリア８により領域
ＲＢの画素２ｂを見ることができない。したがって、観察者１１０はＰＤＰ１５の領域Ｒ
Ｂの画素２ｂにより表示される映像を見ることができ、観察者１２０はＰＤＰ１５の領域
ＲＡの画素２ａにより表示される映像を見ることができる。
【０１２８】
　本実施の形態では、前面ガラスフィルタ１４の厚さが表面ガラス基板１３の厚さおよび
それらの間の空間の厚さに比べて大きいが、表面ガラス基板１３の厚さ、前面ガラスフィ
ルタ１４の厚さおよびそれらの間の空間の厚さの関係は図１２の例に限定されない。例え
ば、表面ガラス基板１３の厚さが前面ガラスフィルタ１４の厚さおよびそれらの間の空間
の厚さに比べて大きくてもよい。あるいは、表面ガラス基板１３と前面ガラスフィルタ１
４との間の空間の厚さが表面ガラス基板１３の厚さおよび前面ガラスフィルタ１４の厚さ
に比べて大きくてもよい。
【０１２９】
　（５）第５の実施の形態
　本実施の形態では、本発明を自発光型表示装置の一例であるプラズマ表示装置に適用し
た場合を説明する。
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【０１３０】
　図１３は本発明の第５の実施の形態に係るプラズマ表示装置の一部の模式的断面図であ
る。
【０１３１】
　図１３のプラズマ表示装置１０１が図９のプラズマ表示装置１０１と異なるのは、視差
バリア８が表面ガラス基板１３と前面ガラスフィルタ１４との間の空間に設けられている
点である。
【０１３２】
　それにより、視差バリア８が前面ガラスフィルタ１４により保護される。また、視差バ
リア８がブラックマトリクス５０に近接しているので、領域ＲＡにより表示される映像と
領域ＲＢにより表示される映像とが部分的に混ざることが防止される。
【０１３３】
　（６）第６の実施の形態
　本実施の形態では、本発明を自発光型表示装置の一例であるプラズマ表示装置に適用し
た場合を説明する。
【０１３４】
　図１４は本発明の第６の実施の形態に係るプラズマ表示装置の一部の模式的断面図であ
る。
【０１３５】
　図１４のプラズマ表示装置１０１が図９のプラズマ表示装置１０１と異なるのは、表面
ガラス基板が一体化された前面ガラスフィルタ１４内に視差バリア８が設けられている点
である。
【０１３６】
　それにより、視差バリア８が画素２ａ，２ｂにより近接するので、領域ＲＡの画素２ａ
により表示される映像と領域ＲＢの画素２ｂにより表示される映像とが高い精度で分離さ
れる。また、視差バリア８が前面ガラスフィルタ１４により保護される。
【０１３７】
　（７）他の実施の形態
　（７－１）
　表示パネルにおける画素および副画素の配置は上記実施の形態における配置に限定され
ない。図１５は画素および副画素の配置の他の例を示す模式図である。
【０１３８】
　図１５の例では、ｙ方向に沿った各行に副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂが順に配置されている
。各行の各副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂはそれに隣接する行の副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂの間に
位置する。
【０１３９】
　各行の２つの副画素５Ｒ，５Ｇとそれに隣接する行の１つの副画素５Ｂとが１つの画素
５ａまたは画素５ｂを構成し、各行の１つの副画素５Ｂとそれに隣接する行の２つの副画
素５Ｒ，５Ｇとが１つの画素５ａまたは画素５ｂを構成する。この場合には、視差バリア
８は蛇行するように矩形波状に設けられる。
【０１４０】
　このように、上述した第１または第２の実施の形態においては、１つのライン内におけ
る画素を１つのグループとする場合について説明したが、本発明はこれに限定されるもの
ではなく、図１５に示すように、複数のラインにまたがる画素を１つのグループとし、２
つのグループごとに視差バリア８を配置する構成においてもデュアルビューを実現するこ
とが可能である。
【０１４１】
　（７－２）
　第１および第２の実施の形態に係る液晶表示装置１００において、視差バリア８がカラ
ーフィルタ５と表面ガラス６との間に設けられてもよい。また、視差バリア８が表面ガラ
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ス６と偏光板７との間に設けられてもよい。
【０１４２】
　さらに、表面ガラス６の強度を考慮して視野バリア８が表面ガラス６内に設けられても
よい。この構成により、視差バリア８が画素５ａ，５ｂにより近接するので、領域ＲＡの
画素５ａにより表示される映像と領域ＲＢの画素５ｂにより表示される映像とが高い精度
で分離される。また、視差バリア８が表面ガラス６により保護される。
【０１４３】
　（７－３）
　第３～第６の実施の形態に係るプラズマ表示装置１０１において、視差バリア８が図３
に示したように格子状に設けられてもよい。
【０１４４】
　また、第３～第６の実施の形態に係るプラズマ表示装置１０１において、領域ＲＡおよ
び領域ＲＢが図７に示したように区分されてもよい。
【０１４５】
　（７－４）
　本発明は、液晶表示装置およびプラズマ表示装置に限らず、ブラックマトリクスを有す
るドットマトリクス型の種々の表示装置に適用することができる。
【０１４６】
　（７－５）
　本発明は、モノクロ表示を行うドットマトリクス型の種々の表示装置にも適用すること
ができる。この場合、各画素が表示単位に相当する。
【０１４７】
　（８）請求項の各構成要素と実施の形態の各部との対応
　以下、請求項の各構成要素と実施の形態の各部との対応の例について説明するが、本発
明は下記の例に限定されない。
【０１４８】
　上記実施の形態では、副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂまたは副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂが表示単
位の例であり、液晶表示パネル１０またはＰＤＰ１５が表示パネルの例であり、視差バリ
ア８が障壁部の例であり、領域ＲＡが第１の領域の例であり、領域ＲＢが第２の領域の例
である。
【０１４９】
　また、左が一方側または他方側の例であり、右が他方側または一方側の例であり、ｘ方
向が第１の方向の例であり、ｙ方向が第２の方向の例であり、コントローラ２０３が制御
部の例であり、右用映像信号ＶＲが第１または第２の映像信号の例であり、左用映像信号
ＶＬが第２または第１の映像信号の例であり、正面用映像信号ＶＤが第３の映像信号の例
である。
【０１５０】
　さらに、偏光板２が第１の偏光板の例であり、偏光板７が第２の偏光板の例であり、カ
ラーフィルタ５がフィルタの例であり、副画素５Ｒ，５Ｇ，５Ｂがフィルタ部の例である
。
【０１５１】
　また、裏面ガラス基板１１が第１の基板の例であり、表面ガラス基板１３が第２の基板
の例であり、放電セル群１２が発光セル群の例であり、副画素２Ｒ，２Ｇ，２Ｂが発光セ
ルの例である。
【産業上の利用可能性】
【０１５２】
　本発明は、見る角度により異なる映像を提示することができるデュアルビュー表示装置
に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１５３】
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【図１】図１は本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置の一部の模式的断面図
【図２】図２は図１の液晶表示装置の一部の模式的平面図
【図３】図３は図１の液晶表示装置の一部の模式的平面図
【図４】図４は本実施の形態に係る液晶表示装置に用いられる映像信号処理回路の構成の
一例を示すブロック図
【図５】図５は液晶表示装置の画面に表示される映像を説明するための図
【図６】図６は本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置の一部の模式的断面図
【図７】図７は図６の液晶表示装置の一部の模式的平面図
【図８】図８は図６の液晶表示装置の一部の模式的平面図
【図９】図９は本発明の第３の実施の形態に係るプラズマ表示装置の一部の模式的断面図
【図１０】図１０は図９のプラズマ表示装置の一部の模式的平面図
【図１１】図１１は図９のプラズマディスプレイ装置に比べて表面ガラス基板および前面
ガラスフィルタならびにそれらの間の空間が厚いプラズマ表示装置の一部の模式的断面図
【図１２】図１２は本発明の第４の実施の形態に係るプラズマ表示装置の一部の模式的断
面図
【図１３】図１３は本発明の第５の実施の形態に係るプラズマ表示装置の一部の模式的断
面図
【図１４】図１４は本発明の第６の実施の形態に係るプラズマ表示装置の一部の模式的断
面図
【図１５】図１５は画素および副画素の配置の他の例を示す模式図
【図１６】図１６は従来のデュアルビューディスプレイの構成を示す模式図

【図１】 【図２】
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